ドビュッシーピアノ曲「月の光」を題材とした表現活動の一考察 : 保育所での実践を通して by 古谷 和子
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はじめに






者は父兄同伴で１クラス子ども 10 ～ 15 名程度の
３～７歳児の音楽指導の経験はあったが、１クラ














































A Study of Way of Expression on   “CLAIR DE LUNA” by Debussy:






































（３）27 ～ 50 小節




















（５）66 ～ 72 小節
66 小節からのコーダは 27、28 小節の形をモチ




ヴ上でもⅠ - Ⅲ - Ⅰ - Ⅲをさらに繰り返し、この





































“CLAIR  DE  LUNA”「月の光」
Votre a’me est un paysage choisi
そなたの心はけざやかな景色のようだ、




Jouant du luth et dansant et quasi
歌いさざめいて人々行くが
Tristes sous leurs de’guisements fantasques.
彼らの心とてさして陽気ではないらしい。
Tout en chantant sur le mode mineur
誇らしい恋の歌、思いのままの世のなかを、
L’amour vainqueur et la vie opportune,
鼻歌にうたってはいるが、
Ils n’ont pas l’air de croire a’leur bonheur
どうやら彼らとて自分たちを幸福と思って
はいないらしい







































































































平成 21 年 1 月 13 日～ 2 月 17 日の間に６回
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